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外科切除しえた色素嫌性腎細胞癌術後肝転移の1例

国立栃木病院泌尿器科(医 長:長 谷川親太郎)

菊地 栄次,頼 母木 洋,長 谷 川親太郎

国立栃木病院病理(医 長:清 水和彦)

清 水 和 彦

国立栃木病院外科(医 長;宮 北 誠)

山高 浩一,宮 北 誠

A CASE OF SURGICAL RESECTION FOR METACHRONOUS 

  MULTIPLE LIVER METASTASES OF CHROMOPHOBE 

            CELL RENAL CARCINOMA

Eiji  KIKUCHI, Hiroshi TANOMOGI and Shintaro HASEGAWA

From the  Department of  Urology. Tochigi National  Hospital

Kazuhiko  SHIMIZU

From the Department of Pathology, Tochigi National Hospital

Kouichi YAMATAKA and Makoto MIYAKITA

From the Department of Surgery, Tochigi National Hospital

   A 64-year-old female was hospitalized because of multiple liver metastasis, during the 

postoperative observation of chromophobe cell renal carcinoma. Injection of Epirubicin/Lipodol into 
the right hepatic artery followed by transcatheter arterial embolization was performed two times, and 
the metastatic foci responded favorably to this therapy. Since no new metastatic tumors were 
observed in the liver nor any other organs, a partial hepatectomy was thus performed. The liver 
tumor was pathologically diagnosed to be metastasis of the chromophobe cell renal carcinoma. The 

postoperative course has been uneventful and at present, 6 months after the operation, no further 
tumors have been observed. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 715-717, 1998) 
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緒 言

今回われわれは色素嫌性腎細胞癌術後肝転移に対し

て2回 のエピルビシンを油性造影剤リピオ ドールに溶

解 したエピルビシンリピオドールによる動注塞栓療法

を施行後,転 移巣の縮小をみ,肝 部分切除を施行した

ので,若 干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:64歳,女 性

主訴:色 素嫌性腎細胞癌術後の多発性肝転移

既往歴 家族歴:特 記すべ きことなし

現病歴:1993年8月 高熱と左腰背部痛をきたし入院

となった.膿 腎症を併発 した左腎細胞癌の診断にて,

同年8月12日 根治的左腎摘除術施行.膿 腎症を併発し

た腎腫瘍で,腎 腫瘍は病理組織学的には,色 素嫌性腎

癌(Fig.1),pT2pNopMopvoで あった,術 後 イン

 J ®
» it4 

       e P` ( ' 

 ,t5  •  f  v  'Irv " 

4,A                                               \p, 

              f• 0, 
               9 !gp  ,  4.,  m- 

, et 6,1*40" ,-,'- 
01;= 
tit 0 , A 

; " e tt , • 
 I  a. 

 6  cak 
 Fig.  1.  A  light  micrograph  of  chromophobe 

        cell renal carcinoma (kidney) (HE 
 X 100).

ターフー、.ロン α を300万 単 位週1回 の投与 を行ってい

た.1995年10月25日 の腹部CTス キ ャン(Fig.2a)に

て肝転移 出現 を認めたため,イ ンターフェロン α300
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Fig.2a.ACTscanshowingthetumorinthe
rightliver(S7).

ドールは腫瘍に顕著に集積 していた.1年 経過の後,

他に遠隔転移を認めず,ま た肝転移の増大 を認めな

かったため,手 術切除にて根治可能と判断 し,1997年

11月5日 当院外科にて肝部分切除術(S6,7,8)を

施行 した。

肉眼所見:肝 内に直径3cmの 腫瘍を2個 認めた.

いずれも線維性被膜を有 し,腫 瘍のほとんどは壊死性

で,腫 瘍辺縁の一部に壊死のない腫瘍細胞を少量みと

めた.

病理組織所見:壊 死のない部分の腫瘍組織はH.E.

染色にて胞体は広 く好酸1生,微 細網状で,核 周囲の明

るい腫瘍細胞の充実性増殖からなり,腫 瘍細胞の境界

は明瞭であった(Fig.3a).腫 瘍組織は色素嫌性腎細胞

癌 と診断された左腎腫瘍 と同様の組織像(Fig.1)で

あり,ま た,原 発の色素嫌性腎細胞癌 と同様にコロイ

ド鉄染色にて胞体は陽性であった(Fig.3b).周 囲の

肝組織には慢性肝炎や肝硬変その他の病変はな く,色

素嫌性腎細胞癌の転移と診断され,切 除断端に腫瘍を

認めなかった.

Fig。2b.ACTscanrevealsthetumorincrcas-

inginsizcintherightlivcr(S7).

万単位 を週3回 とした.1996年5月1日(Fig.2b)の

腹 部CTス キ ャンにて肝転移 の増 大 を認め たため,

1996年5月20日 治 療 目的にて入院 となった.

入 院時現症:身 長148.2cm,体 重45kg,血 圧 正

常,脈 拍80回/分 整,体 温36.0℃,胸 腹部 に理学 的に

異常 を認めず,表 在 リンパ節は触知 しなかった.

入 院時検査成績:血 液一般 検査;正 常範囲内.血 液

生化学;LDH1,2321UIIの 異常高値以外はすべ て正

常範囲内であった.

臨床経過:1996年5月22日,右 肝動脈分枝 よりエ ピ

ルビシ ン40mgお よ び油性造影 斉1」であ るリ ピオ ドー

ルを注入 し,ま たゼ ルフォームを用いて肝動脈塞栓療

法 を施 行 した.動 脈塞栓療 法3カ 月後の腹部CTス

キャンにおいて リピオ ドールは腫瘍 に強 く集積 してお

り,LDHは574と 低 下 し,他 に異常検査所 見 を認め

なか った.

外 来 にて経過観察 していたが1996年9月 の腹部CT

スキ ャン上,腫 瘍の増大傾 向は認めなか った ものの再

びLDHの 上 昇 を認 め,1996年9月4日,2回 目の動

脈塞栓 療法 を前回 と同様 に施行 した.3カ 月後LDH

は 低 下 し,ま た腹 部CTス キ ャ ンに おい て リピ オ
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Fig.3a.Alightmicrographofchromophobe

cellrenalcarcin・ma(liver).・Cell

cytoplasmhasaclearbutreticulatcd

qualityandathin,dense,eosinophi-

licperipheralzone(HE×100).
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Fig.3b.Histochemicalstainingwithcolloidal

irondemonstratedapositivecyto-

plasmicreaction.
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術後経過:同 年12月26日 退院とな り,以 後外来にて

経過観察中であるが,6カ 月後の現在,新 たな病巣の

出現を認めていない.

考 察

色素嫌性腎細胞癌は1985年Thoenesら1)に よって

初めて提唱された稀な腫瘍である.臨 床所見は腎癌の

それと変わらない.病 理組織学的には,腫 瘍割面の肉

眼的色彩はベージュ色ないし淡褐色調を呈し,光 顕的

には胞体の大部分は明るくその辺縁部のみが好酸性を

有する通常型と,胞 体は明瞭であるが,微 細網状で全

体に好酸性 を有する好酸型の二つの亜型があり,コ ロ

イド鉄染色で胞体が陽性であるなどの特徴を有する.

色素嫌性腎細胞癌の予後については比較的新 しい疾

患概念であるためその詳細は明らかにされていない.

Thoenesら2)は 同一stage/gradeの 淡明細胞亜型腎細

胞癌に比較 して予後良好の傾向にあるとしている.本

邦においても大西 らが同様に予後良好 と報告 してい

る3)し かし色素嫌1生腎細胞癌による癌死も幾例か報

告されており,決 して悪性度の低い腫瘍ではないよう

である4・5)

Renshawら6)は 色素嫌性腎細胞癌7例 中5例 の肝

転移を示し,こ れらすべてにおいて原発巣の腫瘍径は

8cm以 上であったと報告 している.通 常型腎細胞癌

において肺転移が高率に見られるのに比 し7・8),色素

嫌性腎細胞癌において肝転移が高頻度にみられるとす

る彼の報告は,色 素嫌性腎細胞癌の生物学的特性 を知

る上で興味深いものであるといえよう.腎 摘除術後2

年の後,肝 転移を示 した自験例においても腎摘出標本

は12×12×20cmで 重量は2,250gで あった.

近年腎細胞癌肝転移例に対 して根治的肝切除を施行

した症例に関する検討を行った文献が幾つか散見 され

る9'10)Bennettら9)は 手術治療は腎細胞癌術後肝転

移において考慮されるべき治療法であると述べてい

る.ま たStiefら10)は13人 の腎細胞癌術後肝転移に対

して肝切除を施行 し,11人 に完全切除を行い,平 均余

命16カ月と予後の延長を示 した.と ころが同時に2人

の術中死を経験 したことで,根 治の期待できる手術治

療においては転移巣の大 きさ,患 者のパフォーマンス

ステータスを考慮するなどの慎重な症例の選択が肝要

であると力説 している.

今回われわれは色素嫌性腎細胞癌術後に多発性肝転

移をきたした症例に対 し,そ の転移巣に対 して動注塞

栓療法を施行 し,腫 瘍の縮小 を認め,ま た根治を期待

すべ く肝部分切除を施行した.こ のことは転移を有す

る色素嫌性腎細胞癌において集学的治療法にて延命効

果が期待できることを示唆しているといえよう。

結 語

色素嫌性腎細胞癌術後多発肝転移に対 し,動 注塞栓

療法後の肝部分切除にて腫瘍を完全切除しえた1例 を

報告 した.
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